












使い伝統的な “デザイン市松” と “浅草モアレ” によって各フロ
アを包括し、構築したファサードを持つ。このファサードは内部・
外部空間共に浅草景観が調和し、時代と共に銅版が色褪せ馴染
んでいくであろう。外国人観光客のみならず 21 世紀に入り日本
人の歴史回帰型現象は強く、浅草のような独自の日本風を求め
ている。展示造形は高さ方向と壁面を変化させ、視認性を生か
した結果わかり易い展示となった。神輿の様な浅草カーゴをデ
ザインする事で新たなる日本風を表現し、探す・見せる・支え
る機能を充足する。多くの観光者を魅了し回帰性・回遊性を満
たしながら雷門前の景観に相応しいデザインとなる。
展示方法ダイアグラム：高さ方向を生かし、視認性を考え壁面 
　　　　　　　　　　　 を変化させる展示方法。
大型物品展示：非常に大型の展示物の展示。
スクリーン：多くの情報を放映する展示。
一般展示：最もメインとなる展示でパネル・物品展示・パンフ
レットラックにも利用できる。
子供用：花やしきや草・木・川・駄菓子など探し発見するハン
ズオン展示とする。身長を考慮して下部に展示。
誘導展示造形：各フロアの情報を表示する。観光者の視認性を
高める立体的なフロアマップの展示であり、高さ方向の展
示空間にアクセントを与える造形。
光・風・温熱環境：敷地一杯の平面計画であるが積層し、２階
以上はウエストをしぼった平面計画とする。このことによ
り隣の建物との距離がとれ、採光・通風・換気がビル背面
にも滞りなく出来るエコ環境となる。また冬の観光者は比
較的厚着のため問題はないが、吹き抜けを生かし換気する
事で夏の暑さを防ぐ。
各階ダイアグラム
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浅草モアレ（小窓）
　浅草の歴史・文化・観光
などの眺望を断片的に垣間
見ることが出来る。江戸時
代にはじまった「紋切り遊
び」のような感覚の小窓。
換気窓としても利用可能。
デザイン市松
（ルーバーつき窓）
　伝統的な市松模様のルー
バー窓で調光が可能であ
り、内部・外部空間共に浅
草景観と調和する。
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眺望：屋上庭園と喫茶・展望
テラスは吹き抜けでつながっ
ており、緑の香りのする浅草・
新タワーの眺望空間となる。
屋上庭園・喫茶テラスイメージ
６F展示イメージ
１Fイメージ
常設展示・企画展示：回遊性・回帰性を持たせる展示であり、
壁面を変化させ高さ方向を活かした展示方法。移動式のカーゴ
をデザインすることで、企画展や季節・祭事の展示物の変更に
スムーズに対応し、探す・見せる・支えるなどの機能を充足する。
浅草カーゴ：移動可能のユニークな展示カーゴ、浅草の工芸品・
商品・自然・観光パンフ・祭りグッズなど展示する。中にも入れ、
探しながらまた直接さわれるハンズオン展示。１階のものは神
輿風に外部にも移動可能。
１階観光案内コーナー
　エントランスロビーから少し奥まった、また落ち着いたスペー
スに高さを活かし、観光者にわかりやすい視認性のある観光案
内コーナー。
案内カウンター・ロビー
　敷地面積一杯に計画し広々としたロビー。多くの観光者の滞
留が可能となる。デザイン市松や浅草モアレによって象徴的な
エントランス空間。
